
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

未
来
へ
は
ば
た
け

	

斑
鳩
の
新
成
人―― 

特
集

４	

平
成
25
年
度
国
保
特
別
会
計
決
算
に

	

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

６	

確
定
申
告
の
相
談
は
、

	

　
　
　

税
務
署
・
各
相
談
会
場
へ

８	

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

12	

ま
ち
の
情
報

19	

公
民
館
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

20	

ほ
け
ん
だ
よ
り

22	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 5

２
No. 593

いかるが

斑鳩の魅力を
ＰＲしました !!

～ I LOVE ニッポンプロジェクト
　「Beautiful NIPPON」

in 東京スカイツリー ～

「町長とパゴちゃんの共演」

「キャンペーンレディが斑鳩町を紹介」「東京スカイツリー」
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私
の
夢
は
、
医
者
に
な
り
、
患
者
さ
ん

と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
期
待
に
全
力
で

応
え
る
こ
と
で
す
。
医
学
は
日
々
進
歩
し
、

何
か
と
機
械
任
せ
に
す
る
こ
と
も
多
い
な

か
で
、
私
は
最
新
の
医
学
に
後
れ
を
取
る

こ
と
な
く
、
患
者
さ
ん
と
の
直
接
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
医
者
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
医
者
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
祖

父
を
が
ん
で
亡
く
し
た
こ
と
で
す
。
将
来

は
祖
父
の
よ
う
に
病
に
苦
し
む
人
や
そ
の

家
族
を
救
え
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
、

こ
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
実
は
そ
う
甘
く
は
な
く
、
大

学
受
験
に
不
合
格
と
な
り
、
浪
人
の
１
年

間
は
ひ
た
す
ら
勉
強
の
毎
日
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
な
か
で
私
が
得
た
も
の
は
、

知
識
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
、
先
生

な
ど
周
り
の
人
の
支
え
と
感
謝
の
気
持
ち
、

そ
し
て
、
全
力
で
努
力
す
れ
ば
い
つ
か
は

報
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
夢
の
実
現
に
向
け

て
、
今
ま
で
に
培
っ
た
力
を
存
分
に
発
揮

し
て
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
、
多
く
の
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
よ
り

自
分
の
人
間
性
を
豊
か
に
し
、
将
来
の
自

分
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 中原　誠司

「
全
力
で
努
力
す
れ
ば

い
つ
か
は
報
わ
れ
る
」

　平成27年１月12日、平成27年成人式がいか
るがホールで行われました。
　今年、成人の日を迎えるのは、平成６年４
月２日から平成７年４月１日までに生まれた
275人。
　新成人を代表して３人の「20歳の主張」
が発表され、将来への夢が伝えられました。
また、式典終了後ロビーでは、懐かしい友だ
ちとの再会に喜び合う新成人で賑わい、楽し
い時間が過ぎていました。
　今月号は、成人式で発表された20歳のメッ
セージを紹介します。（新成人の発表内容は
概要です。）

未来へはばたけ
斑鳩の新成人

未来へはばたけ
斑鳩の新成人
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私
は
幼
い
頃
、
医
者
に
な
り
た
か
っ
た
で
す
。

母
の
体
が
弱
く
病
院
へ
行
く
姿
を
見
て
い
た
こ
と

や
、
大
好
き
な
祖
父
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
る

医
者
に
な
り
た
い
と
思
い
、
中
学
校
も
地
元
で
は

な
く
、
私
立
に
通
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
高
校
２
年
生
の
冬
で
し
た
。

医
者
に
な
り
た
か
っ
た
私
は
当
然
理
系
を
選
択
し

ま
し
た
が
、理
科
を
専
門
的
に
学
習
す
る
う
ち
に
、

生
物
や
化
学
が
面
白
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
面

談
で
担
任
の
先
生
か
ら
、そ
れ
ほ
ど
面
白
い
な
ら
、

医
学
部
で
は
な
く
、
理
学
部
や
農
学
部
に
進
ん
で

は
ど
う
か
と
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
先
生
の
語
る

理
学
部
や
農
学
部
の
話
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も

魅
力
的
で
し
た
。
と
同
時
に
、
私
を
悩
ま
せ
る
も

の
で
も
あ
り
ま
し
た
。両
親
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
あ
な
た
の
好
き
に
し
な
さ
い
。」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
結
局
、
私
は
自
分
の
興
味
に
従
う
こ
と

に
し
、
医
学
部
に
進
学
せ
ず
、
そ
し
て
東
京
の
大

学
に
進
学
す
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。そ
の
時
も
、

両
親
は
「
あ
な
た
の
好
き
に
し
な
さ
い
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
が
今
伝
え
た
い
こ
と
は
、
両
親
や
祖
父
母
へ

の
感
謝
で
す
。
忙
し
い
両
親
に
代
わ
っ
て
私
を
育

て
て
く
れ
た
祖
父
母
、
進
路
を
決
め
る
時
な
ど
、

私
が
決
め
た
こ
と
に
は
い
つ
も
賛
成
し
て
く
れ
た

両
親
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
。

　

送
り
出
し
て
く
れ
た
人
達
の
気
持
ち
と
共
に
東

京
で
自
分
の
す
べ
き
事
を
し
っ
か
り
果
た
そ
う
と

思
い
ま
す
。
学
業
や
部
活
、
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
つ

つ
何
と
か
や
っ
て
い
け
て
い
る
の
は
、
地
元
に

残
っ
て
い
る
家
族
や
友
達
の
支
え
が
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
進

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

※�新成人の人は、記念写真を２／７～
３／１に中央公民館、町立図書館へ
取りにお越しください。

竹村 明香里

「
過
去
と
未
来
」

　

み
な
さ
ん
、
二
十
歳
に
な
っ
て
何
か
変
化

し
た
事
は
あ
り
ま
す
か
？
一
見
変
わ
っ
た
と

思
っ
て
も
、
本
質
的
に
は
中
学
校
の
時
と
変

わ
っ
て
な
い
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思

い
ま
す
。
じ
ゃ
あ
、
変
え
て
く
だ
さ
い
！
今

日
か
ら
で
す
！
「
成
人
式
を
迎
え
た
か
ら
」

を
理
由
に
し
て
。
こ
れ
が
一
つ
目
の
主
張
で

す
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
変
え
る
の
か
。
僕

は
「
大
き
な
夢
」
を
持
つ
事
が
一
番
の
近
道

だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
夢
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
夢
を
持
ち
、
そ
し
て
そ
の
夢
を
叶
え

る
プ
ロ
セ
ス
が
自
分
を
変
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
僕
の
夢
は
、
中
学
校
の
時
か
ら
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
笑
い
芸
人
に
な
る

こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
二
十
歳
に
な
り
、
大
学
や

就
職
な
ど
、
人
と
接
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
が
、
あ
え
て
人
は
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
選
ん
だ
人
間
を
愛
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
主
張
で
す
。
私

は
３
つ
の
人
間
を
愛
し
て
い
ま
す
。
１
つ

目
は
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
親
で
す
。
２

つ
目
は
す
ご
く
大
切
な
存
在
で
あ
る
友
人
、

そ
し
て
、
３
つ
目
は
今
ま
で
い
た
こ
と
が

な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
恋
人
で
す
。

　

今
日
、
こ
ん
な
特
別
な
日
に
普
通
な
出

来
事
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

村中 健汰郎

「
大
き
な
夢
を
持
ち
、

選
ん
だ
人
間
を
愛
す
る
」

▲「和太鼓いかるが」による
　　　オープニングセレモニー▲新成人による受付のお手伝い

▶
新
成
人
へ
記
念
品
目
録
贈
呈

▲恩師からのビデオレター

未来へはばたけ　斑鳩の新成人未来へはばたけ　斑鳩の新成人
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

に
備
え
て
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
お
互
い
が
助
け
合
っ
て
医
療
費

を
負
担
し
合
う
、
も
っ
と
も
身
近
な
医
療

保
険
で
す
。

　

国
保
の
財
源
は
、
み
な
さ
ん
が
納
付
さ

れ
る
国
保
税
や
国
、
県
な
ど
の
補
助
金
や

交
付
金
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
決
算
状
況
の
グ
ラ
フ
か
ら
も

わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
国
保
税
収
入
は
約

21
％
を
占
め
、
国
保
運
営
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
、
前
年
度
繰
上

充
用
金
（
累
積
赤
字
分
）
が
歳
出
の
12
．

５
％
を
占
め
、
４
億
７
，
６
７
４
万
６
千

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。平
成
25
年
度
、

単
年
度
収
支
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
（
約
２
，
８
０
０
万
円
）
を
含
め
て
も

２
，
１
５
１
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
累
積

赤
字
が
増
加
し
て
い
る
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
。

　

現
在
、
斑
鳩
町
の
国
保
財
政
を
圧
迫
し

続
け
て
い
る
原
因
は
、
医
療
費
の
増
加
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
特
に
後
期
高
齢
者
支

援
金
と
介
護
納
付
金
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
と
介
護
納
付
金

は
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
や
介
護
給
付

費
の
増
加
に
伴
い
、
現
在
も
増
加
し
続
け

て
い
る
状
況
で
す
。

　

国
保
税
は
、
基
礎
課
税
額
（
医
療
分
）、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
、
介
護
納

付
金
課
税
額
の
３
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
介

護
納
付
金
が
増
加
し
続
け
れ
ば
、
よ
り
一

層
、
国
保
財
政
を
圧
迫
し
、
保
険
税
の
値

上
が
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

安
定
し
た
国
保
財
政
を
運
営
す
る
う
え

で
も
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康

な
体
づ
く
り
や
、

医
療
費
な
ど
の
抑

制
に
自
分
自
身
で

で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
、
な

に
よ
り
も
大
切
で

す
。

伸
び
悩
む
国
保
税
、

厳
し
い
国
保
財
政

増
加
し
続
け
て
い
る
後
期

高
齢
者
支
援
金
お
よ
び

介
護
納
付
金
が
国
保
財
政
を
圧
迫

●�

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

　
取
り
組
み
（
収
納
体
制
の
強
化
）

　

税
の
負
担
の
公
平
性
の
確
保
を
重
視

し
、
特
別
な
事
情
も
な
く
、
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
滞
納
者
に
は
、
各
種
財
産
の

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
の
実
施
を

含
め
厳
正
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
失
業
、
多
重
債
務
な
ど
の
事
情

に
よ
り
国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況
な
ど
を
お

聞
き
し
、
事
情
を
考
慮
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

●
夜
間
・
休
日
の
納
税
相
談

　
２
月
10
日（
火
）・
16
日（
月
）・
26
日（
木
）、

３
月
10
日（
火
）・
16
日（
月
）・
26
日（
木
）

に
は
夜
間
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、２
月
28
日（
土
）、３
月
15
日（
日
）

に
は
、
休
日
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
を
ご
覧
に
な

る
か
、国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
２
・

１
１
４
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

医
療
費
の
抑
制
の
た
め
に
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

医
療
費
は
、
一
人
ひ
と
り
が
少
し
意
識

を
変
え
る
だ
け
で
、
抑
制
（
節
約
）
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
薬
に
比
べ
て
価
格

が
安
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

収入

国保税
21.2％

国庫支出金
21.7％

県支出金
5.1％

前期高齢者
交付金
33.5％

共同事業
交付金
9.8％

退職者医療
交付金
2.1％

繰入金　6.1％ その他　0.5％

支出

保険給付費
60.0％

後期高齢者
支援金 10.8％

介護納付金
4.4％

諸支出金
1.2％

保健
事業費
0.6％

共同事業
拠出金
9.3％

前年度繰上充用金
12.5％

総務費等
1.2％

平成25年度
決算状況

歳出　３６億４，５６６万円歳入　３１億６，８９１万４千円

平成25年度
国保特別会計決算に
ついてお知らせ
します
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　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、加入者が国民健康
保険税を出し合い、お互い助け合う制度です。我が国の国民皆保険制度を支える医療保険であり、
将来にわたり安定的に運営していく必要があります。
　斑鳩町は平成20年度に国保税の税率を改定して以来、据え置いていましたが、医療費や介護保険
の納付金、後期高齢者支援金の増加などから今後も大幅な赤字が見込まれるため、保険税率を改定
することとなりました。
　加入者のみなさんには、ご負担いただくこととなりますが、国民健康保険財政を取り巻く厳しい
状況に、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、所得が一定の額以下の世帯には、保険税を軽減する制度があります。

● 平成27年度からの新しい税率

● 所得が少ない世帯への国民健康保険税の軽減

● 国保財政の健全化のために

対　　象　　者
医療分

国保に加入するすべての人
後期高齢者支援金分

国保に加入するすべての人
介護納付金分

国保に加入する40~64歳までの人
改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

所得割額 所得に対して 5.8/100 据え置く 1.6/100 2.0/100 1.0/100 2.2/100

資産税割額 固定資産税に対して 35.0/100 据え置く 5.5/100 据え置く 5.5/100 据え置く

均等割額 加入者1人当たり 26,000円 据え置く 7,200円 9,700円 5,400円 8,400円

平等割額 1世帯当たり 29,800円 据え置く 4,800円 7,200円 4,500円 5,800円

課税限度額　※ 510,000円 160,000円 140,000円

軽減割合 軽減対象となる所得の基準　※
７割軽減 ３３万円以下

５割軽減 ３３万円＋２４．５万円×被保険者数

２割軽減 ３３万円＋４５万円×被保険者数

平成27年度の納税通知書は、７月中旬に送付する予定です。

※�「課税限度額」「軽減対象となる所得の基準」については、制度改正により、
変更の可能性があります。

〈 モデルケースによる税額の比較 〉
４人世帯（夫婦ともに40歳代、子ども２人、給与収入240万円（所得150万円）、固定資産税52,000円）
の場合
　　　平成２６年度　　　２６８，３００円
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　平成２７年度　　　３０２，７００円　　　前年度比（３４，４００円増）

　医療費を抑え国保の負担する保険給付費を削減することは、国保税の引上げの抑制につながり
ます。一人ひとりが健康管理に努め、適正な受診を心がけてください。

　世帯主とその世帯の国保加入者の総所得金額が、次の基準以下の世帯については、「均等割額」
と「平等割額」が軽減されます。
　この軽減を受けるには、前年度分の所得を申告していることが必要です。

平成２７年度から国民健康保険税の税率が変わります
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確定申告の相談は、税務署・各相談会場へ確定申告の相談は、税務署・各相談会場へ確定申告の相談は、税務署・各相談会場へ
（問合せ：奈良税務署　☎0742－26－1201）

●�役場では、所得税および復興特別所得税の確定申告書作成の指導や相談は
行っていません

　役場では、税務署から依頼された確定申告に必要な用紙や手引きの配布と、作成済の申告書の税
務署への取次ぎ（２/16（月）～３/16（月）の申告期間中に限ります）のみ取り扱っています。確定申
告の相談が必要な人は、税務署または下記の相談会場をご利用ください。

●所得税および復興特別所得税の確定申告相談会場

◆土曜・日曜日、祝日は開催していません。
◆各相談会場とも、開催日初日と午前中は大変混み合うことが予想されます。
◆混雑の状況により、長時間お待たせしたり、早めに受け付けを終了させていただく場合があります。
◆２月13日（金）以前に開設する会場は、還付申告をされる人の専用会場です。
◆�土地・建物・株式等の譲渡所得や贈与税の相談は行っていませんので、税務署までお越しください。なお、

確定申告期間中は、税務署の駐車場はご利用いただけません。
◆昼休みの時間帯は、少人数での対応となりますのでご了承ください。
◆各会場への電話でのお問い合わせはご遠慮ください。

●所得税および復興特別所得税の確定申告が必要な人
（１）給与所得がある人
　◆給与の年間収入金額が2,000万円を超える人
　◆�給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与・退職所得を除く）の合計額が20万円
を超える人

　◆�給与を２か所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額と各種の所得金
額（給与・退職所得を除く）との合計額が20万円を超える人など

（２）公的年金などに係る雑所得のみの人
　◆公的年金などに係る雑所得の金額から所得控除を差引いた結果、残額がある人
　　※確定申告が不要になる場合があります。詳しくは次のページをご覧ください。

（３）上記以外の人
　◆�各種所得の合計額から所得控除を差し引き、その金額（課税される所得金額）に税率を乗じ
て計算した税額から配当控除額を差し引いた結果、残額がある人

（注）上場株式等に係る譲渡損失と配当所得との損益通算や繰越控除の特例などの適用を受ける
人は、確定申告書の提出が必要となる場合があります。（詳しくは税務署へお問い合わせ
ください）

●所得税および復興特別所得税の還付申告について
　確定申告の必要がない人でも、医療費控除や住宅借入金等特別控除を受ける場合や、前年中に
退職して年末調整を受けていない場合などで、源泉徴収された税金が納め過ぎになっている人
は、確定申告（還付申告）をすることにより税金が還付される場合があります。

会　　場　　名 開　催　日　時 開催時間

斑　鳩　町 い か る が ホ ー ル
（斑鳩町興留10-6-43） ２月４日（水）～２月６日（金） ９：30～16：00

奈　良　市

西奈良県民センター
（奈良市登美ケ丘2-1-51） ２月３日（火）～２月13日（金） ９：30～16：00

県 立 図 書 情 報 館
（奈良市大安寺西1-1000） ２月17日（火）～２月24日（火） ９：30～16：00

生　駒　市 生 駒 市 図 書 会 館
（生駒市辻町238） ２月25日（水）～２月27日（金） ９：30～16：00

お詫びと訂正
　１月号および、お知らせ版で相
談会場をいかるがホールの「２階
研修室」と記載していましたが、
正しくは「２階小ホール」です。
お詫びし、訂正いたします。
※�昨年までと会場の部屋が変わっ
ています。ご注意ください。
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奈
良
税
務
署

　
（
☎
０
７
４
２
㉖
１
２
０
１
）

●
奈
良
税
務
署
申
告
会
場
に
つ
い
て

　

申
告
会
場
が
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
受
付
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
奈
良
税
務
署
で
は
、
４
月
中
旬

ま
で
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

開
催
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

　

申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
も
作

成
で
き
ま
す
。
ご
自
宅
で
作
成
し
て
、
郵

送
な
ど
で
の
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
奈
良
税
務
署
の
休
日
の
開
庁
に
つ
い
て

　

奈
良
税
務
署
で
は
、
２
月
22
日
と
３
月

１
日
の
日
曜
日
は
開
庁
し
、
確
定
申
告
書

用
紙
の
配
布
、
申
告
相
談
、
確
定
申
告
書

の
収
受
お
よ
び
納
付
相
談
の
み
を
行
い
ま

す
。

開
催
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、

復
興
特
別
所
得
税
（
所
得
税
額
の
2.1
％
）

を
、
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
申

告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
記
載
漏
れ

が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税（
住
民
税
）申
告
期
間
は

２
月
16
日（
月
）～
３
月
16
日（
月
）

で
す

　

平
成
27
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告
が
、

２
月
16
日（
月
）か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
町
県
民
税
の
税

額
を
決
定
す
る
基
礎
と
な
る
ほ
か
、
介
護

保
険
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
資
料
と
な

る
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
が
必
要
な
人
】

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
当
町
に
居
住

し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
町
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合

は
、
町
県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

①�

給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
「
給
与

支
払
報
告
書
」
の
提
出
の
な
い
人
や
、

給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人

②�
公
的
年
金
な
ど
以
外
に
所
得
が
な
く
、

医
療
費
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど

の
各
種
所
得
控
除
を
受
け
る
人

※�

年
金
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下

な
ど
で
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合
で

も
、
こ
れ
ら
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

③�

営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
や
、
パ
ー
ト
、

内
職
な
ど
の
所
得
の
あ
る
人

④�

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
、
事
業

専
従
者
に
な
っ
て
い
な
い
人
（
町
外
に

お
住
ま
い
の
人
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て

い
る
人
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①�

源
泉
徴
収
票
や
決
算
書
な
ど
所
得
の
内

容
が
わ
か
る
も
の

②�

医
療
費
や
各
種
社
会
保
険
（
国
民
健
康

保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保

険
料
な
ど
）、
生
命
保
険
料
、
地
震
保

険
料
な
ど
の
支
払
証
明
書
・
領
収
書

③
印
か
ん

④
申
告
書

※�

町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
前
年
度
に
申

告
さ
れ
た
人
や
昨
年
中
に
転
入
さ
れ
た

人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

�

申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
申
告
書
の
提
出
先
】

　

役
場
地
下
大
会
議
室
お
よ
び
税
務
課

　

特
別
徴
収
と
は
、
給
与
支
払
者
が
、
毎

月
、
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住

民
税
を
引
き
去
り
、
市
町
村
に
納
入
い
た

だ
く
制
度
で
す
。
給
与
を
支
払
う
事
業
者

は
、
地
方
税
法
お
よ
び
斑
鳩
町
町
税
条
例

の
定
め
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
、
す
べ
て

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
～
確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
～

　

次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
（
申
告
書
の
提

出
と
納
税
）
は
不
要
で
す
。

①�

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下

②�

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

※�

①
と
②
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
で

も
、
医
療
費
控
除
や
生
命
保
険
料
控
除

を
受
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
確
定
申

告
書
の
提
出（
還
付
申
告
）が
必
要
で
す
。

※�

町
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

町
役
場
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
27
年
度
の
町
県
民
税（
住
民
税
）の
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
３・
１
５
４
）

【
事
業
者
様
へ
】

個
人
住
民
税
（
町
県
民
税
）

の
特
別
徴
収
の
ご
案
内

税
務
署
か
ら
の
お
願
い
と
お
知
ら
せ

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ
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どもを　ネット犯罪から守るために
～ 家庭教育講座 ～

1 2 / 9 ・ 中 央 公 民 館

　子どもたちをネット犯罪の被害者にも加害者に
もさせないためにどうすればいいかを考える講座
が、中央公民館で開催されました。
　講師のe-ネットキャラバンの森 伸普さんから、
インターネットは便利な反面、使い方によっては
さまざまなトラブルが起きることや、ネットいじ
めやネット詐欺などの実態から対処法についてご
講演いただきました。
　親が子どものようすを丁寧に見つめ、見守り、
親子でインターネット利用のルールづくりをする
ことが大事であるといった話に、参加者のみなさ
んは真剣に耳を傾けていました。

子末に　みんなで楽しむ　おもちつき
～ もうすぐお正月　もちつき大会 ～

　お正月を前にもちつきを楽しんでもらおうと、ボ
ランティア連絡協議会のみなさんのご協力により、
もちつき大会が行われました。
　ボランティアのみなさんの指導のもと、虹の家の
みなさんや子どもたちが、石臼と杵を使ってペッタ
ンペッタンとおもちつきを楽しみました。子どもた
ちは小さい杵を使って参加し、普段なかなかできな
い体験ができ「楽しかった！」と大満足のようす。
　つきあがったおもちはきな粉もちにして参加者に
ふるまわれ、自分たちでついたおもちを味わいなが
ら一足早いお正月気分を楽しみました。

年

鳩の魅力を最大限に発信！
～ I LOVE ニッポンプロジェクト「Beautiful NIPPON」～

1 2 / 1 9 ～ 2 5 ・ 東 京 ス カ イ ツ リ ー

　東京スカイツリーに来場される国内外からの観光
客に対して、日本全国の各地域の情報を発信する「全
国観光ＰＲコーナー」に初代斑鳩町キャンペーンレ
ディとパゴちゃんとともに参加しました。
　東京スカイツリーは、世界で初めて採用された心
柱制振といわれる構造で、法隆寺の五重塔の心柱を
現代に再現したものであり、１３００年の時を越え
た共通点が斑鳩町とあります。
　斑鳩のＰＲ動画を流し、特産品やポスターを展示
していると、観光客から「懐かしい。修学旅行で行
ったよ。また行
くね。」と声を
かけていただい
たりと充実した
７日間となりま
した。
　小城町長も観
光客とふれあい、
斑鳩観光の素晴
らしさをＰＲし
ました。

斑

1 2 / 2 0 ・ 生 き 生 き プ ラ ザ 斑 鳩

顔がいっぱい　楽しいクリスマス
～ 虹の家クリスマス会 ～

1 2 / 1 4 ・ い か る が ホ ー ル 研 修 室

　特定非営利活動法人「虹の家」のクリスマス会
が開催され、約80人の出席者は一足早いクリス
マス気分を満喫しました。
　虹の家の坂本理事長と小城町長の挨拶からはじ
まり、虹の家と「あおぞら」のみなさんによる
ミュージックベルや楽器の演奏、歌の会「虹」の
みなさんによる歌唱のあとは、みんなで楽しくプ
レゼント交換を行いました。
　昼食を楽しんだあとは、音楽に合わせて体を動
かす３Ｂ体操を行い、身体もすっきり爽快に！
　さらに、虹の家の職員による楽しいショーで会
場は笑いに包まれ、最後はビンゴ大会で盛り上が
りました。
　最初から最後まで大きな歓声や笑顔があふれる
楽しいクリスマス会になりました。

笑

▲一緒に「よいしょ！」 ▲つきたてのおもちに大満足！

▲東京の観光客に斑鳩をＰＲ！

▲みんなで3B体操▲ミュージックベルの演奏
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隆寺　観光客避難　迅速に
～ 法隆寺における避難誘導訓練 ～

1 2 / 1 5 ・ 法隆寺門前広場、法隆寺中門前、聖徳会館 他

ちを守る　決意を新たに　出初式
～ 斑鳩町消防団出初式 ～

1 / 5 ・ 斑 鳩 小 学 校 、 竜 田 川

　震度６強の大地震が発生し、多くの観光客が帰宅
できない状況となっているという想定のもと、一昨
年12月９日に「災害時における避難所等施設利用
に関する協定」を結んだ法隆寺と合同で、避難誘導
訓練を行いました。
　訓練には、町内の自警団や自主防災組織、観光ボ
ランティアなど、約１００人のみなさんが参加され、
法隆寺の境内で、地震が起きたときに自分の身を守
る行動を確認する「シェイクアウト訓練」や、緊急
避難場所となる法隆寺門前広場まで観光客を安全に
誘導する「避難誘導訓練」を実施したほか、避難所
として開設した聖徳会館では、防災士の松尾修さん
による「避難所の開設と運営」と題した講演が行わ
れました。
　実際に災害が起きたときに、何をすべきかを考え
るきっかけとなり、参加されたみなさんにとっても
有意義な訓練となりました。

　「斑鳩町消防団出初式」が、斑鳩小学校の運動場
と竜田公園で行われました。
　式典では、功労のあった消防団員の功労をたたえ、
表彰状や感謝状が贈られたほか、各分団員による分
列行進や各分団の消防機器などの安全点検を行う視
閲などがきびきびした動きで行われました。
　引き続き、放水演習が竜田公園で行われ、竜田川
にかかった水のアーチは、災害からまちを守る決意
の表れのようでした。
　斑鳩町消防団出初式と１月13日に行われた生駒
南支部連合出初式で次のみなさんが表彰されまし
た。（敬称略）

奈良県広域消防組合西和消防署長感謝状
　　上田　和則（第２分団）
西和警察署長感謝状
　　嶋田　善行（第３分団）
町長表彰
　　宮﨑　　学（第１分団）
　　宇野　智也（第２分団）
　　山崎　悦明（第３分団）
団長表彰
　　手塚　　仁（第１分団）
　　波戸　伸之（第２分団）
　　吉川　達也（第３分団）
退団者感謝状
　　増井　隆生（元団長）

奈良県知事表彰
　　柿本　基弘（第１分団）
奈良県消防協会長表彰
　　卯川　喜代司（副団長）
生駒郡町村会長表彰
　　荻上　泰司（第１分団）
生駒南支部長表彰
　　岡田　修三（第３分団）

２５年勤続表彰
　　植栗　磯次（第２分団）
　　大西　英夫（第３分団）
　　中 　典義（第１分団）
　　田口　善紀（第２分団）
　　嶋田　勝玄（第２分団）

法

ま

◀�出初式での
分列行進

　　　　　▶
竜田公園での
放水演習

◀�

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
の

よ
う
す

▶�

避
難
誘
導
訓
練
の
よ
う
す

◀�

聖
徳
会
館
で
の
講
演
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斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

大坂の陣と法隆寺大工棟梁中井正清
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昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
は
、「
大
坂

の
陣
」
が
お
き
て
４
０
０
年
と
い
う
節

目
の
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ゆ
か
り
の

深
い
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
で
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
町
に
も
こ
の
歴
史
上

重
要
な
出
来
事
と
な
っ
た
「
大
坂
の
陣
」

に
関
わ
る
お
話
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
今
月
号
で
は
、
大
坂
の

陣
に
関
係
し
た
西
里
（
法
隆
寺
西
１
丁

目
）
出
身
の
中な

か

井い

大や
ま
と
の和

守か
み

正ま
さ

清き
よ

や
法
隆

寺
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
し
ま
す
。

大
坂
の
陣
と
は

　
「
大
坂
の
陣
」
と
は
、
江
戸
時
代
の
初

め
に
、
徳と
く
が
わ
が
た

川
方
と
豊と
よ
と
み
が
た

臣
方
と
が
、
大
坂
城

な
ど
を
舞
台
に
激
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
慶け
い

長ち
ょ
う

19（
１
６
１
４
）年
の
「
冬
の
陣
」
と
、

慶
長
20（
１
６
１
５
）年
の
「
夏
の
陣
」
の

総
称
で
す
。

法
隆
寺
大
工
棟
梁
の
中
井
正
清

　

中
井
大
和
守
正
清
は
、
永え
い

禄ろ
く

８
（
１
５

６
５
）
年
、
法
隆
寺
の
西
に
形
成
さ
れ
た

大
工
の
ま
ち
「
西
里
」
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

正
清
は
父
の
正ま
さ

吉よ
し

と
と
も
に
、
豊と
よ
と
み臣
秀ひ
で

吉よ
し

の
作さ
く

事じ

に
棟
梁
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
秀
吉
の
子
秀ひ
で
よ
り頼
の
行
っ
た
法
隆

寺
慶
長
修
理
に
お
い
て
は
棟
梁
と
し
て
あ

た
り
、
慶
長
11（
１
６
０
６
）年
に
完
成
し

た
法
隆
寺
聖し
ょ
う

霊り
ょ
う

院い
ん

の
棟む
な

札ふ
だ

に
は
、「
番ば
ん

匠し
ょ
う

大だ
い

工く

一い
っ

朝ち
ょ
う

惣そ
う

棟と
う

梁り
ょ
う

橘
た
ち
ば
な

朝の
あ

臣そ
ん

中な
か

井い

大や
ま

和と
の

守か
み

正ま
さ

清き
よ

」
と
あ
り
ま
す
。

　

秀
吉
の
没
後
、
徳と
く
が
わ川
家い
え
や
す康
は
正
清
を
大

変
重ち
ょ
う

用よ
う

し
、
江
戸
城
、
二
条
城
や
名
古
屋

城
な
ど
の
重
要
な
城じ
ょ
う

郭か
く

や
、
知ち

恩お
ん

院い
ん

な
ど

の
京
都
の
寺
院
の
ほ
か
、
御
所
の
内だ
い

裏り

な

ど
の
作
事
を
任
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
家
康
の
信
任
を
背
景
に
、

正
清
は
京
都
大
工
頭
と
し
て
上か
み
が
た方
の
大
工

支
配
を
行
い
、
慶
長
17（
１
６
１
２
）年
に

は
、
大
工
棟
梁
と
し
て
は
異
例
の
大
名
格

の
従じ
ゅ

四し

位い

下げ

に
叙じ
ょ

任に
ん

さ
れ
ま
し
た
。

法
隆
寺
と
徳
川
家
康

　

秀
頼
は
、
京
都
方ほ
う

広こ
う

寺じ

大
仏
殿
の
再
建

に
取
り
組
み
、
そ
の
奉ぶ

行ぎ
ょ
う

に
は
竜
田
に
陣じ
ん

屋や

を
構
え
て
い
た
片か
た
ぎ
り桐
且か
つ

元も
と

を
、
大
工
棟

梁
に
は
中
井
正
清
を
任
じ
ま
し
た
が
、
慶

長
19（
１
６
１
４
）年
の
「
方
広
寺
梵ぼ
ん

鐘し
ょ
う

銘め
い
ぶ
ん文
事
件
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
「
大
坂

冬
の
陣
」
が
お
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

徳
川
家
康
は
、
京
都
か
ら
大
坂
へ
向
か

う
途
中
で
法
隆
寺
に
立
ち
寄
っ
て
戦
勝
を

祈
願
し
、
子し

院い
ん

の
阿あ

弥み

陀だ

院い
ん

に
宿
泊
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
法
隆
寺
大

工
で
家
康
の
信
任
の
厚
か
っ
た
正
清
の
手

配
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
法

隆
寺
に
は
、
こ
の
際
に
奉
納
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
「
剣け
ん　

銘め
い

信の
ぶ

國く
に

」
が
伝
わ
っ

て
い
て
、
そ
の
鞘さ
や

に
は
「
源
家
康
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
に
正
清
は
１
６
０
０
人
余
り
の

大
工
を
従
え
て
加
勢
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

工こ
う

兵へ
い

と
し
て
徳
川
方
の
本ほ
ん
じ
ん陣
づ
く
り
を
は

じ
め
、
戦
闘
に
必
要
な
梯は
し
ご

や
熊く
ま

手で

、
鉄
砲

除
け
の
盾
や
大
砲
の
砲
台
な
ど
を
作
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
大
坂
夏
の
陣
」
で
は
、
豊
臣

方
の
大
野
治は
る
ふ
さ房
な
ど
が
、
徳
川
方
の
筒つ
つ

井い

定さ
だ

慶よ
し

が
守
る
大
和
郡
山
城
を
攻
め
た
後
、

徳
川
方
に
つ
い
た
正
清
の
法
隆
寺
西
大
門

付
近
に
あ
っ
た
邸
宅
を
焼
き
討
ち
に
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

１
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
亀
塚
古
墳
の

所
在
地
は
、「
龍
田
南
１
丁
目
」
で
な
く
、

「
法
隆
寺
南
１
丁
目
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▲ 西里のまちなみ



土に入れるだけで生ごみが消える？今月は、
パゴちゃんが挑戦するもうひとつの生ごみ処
理容器「ベランダ deキエーロ」を紹介するよ。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き継
いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開してい
るキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

生ごみは「ごみ」じゃない
～ ベランダ de キエーロ編 ① ～

環境対策課
（☎内線133）
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●ダンボールコンポスト
　はどうなったかな？
　先月このコーナーで紹介した「ダ
ンボールコンポスト」は、順調に生
ごみを分解中です。11月８日からの
１か月間で、約12㎏の生ごみを投入
しました。
　寒くなってスピードは落ちてきま
したが、少しずつ生ごみは、分解さ
れています。

12月の生ごみたい肥化量29,042㎏
可燃ごみの9.7％をたい肥化できました
※モデル世帯数4,195世帯（12月末）

「ベランダdeキエーロ」実験中
　「ベランダ de キエーロ」は、神奈
川県葉山町で考案された土の力で生ご
みを分解する生ごみ処理容器だよ。中
に入っているのは、庭などの土だけ。
生ごみを入れても土の量は増えない
し、虫や臭いも発生しにくいんだって。
　ダンボールコンポストとは違って、たい肥にするのではなく、生
ごみを消滅させるタイプの生ごみ処理容器なんだ。
　12月８日から役場西側入口前で本当に生ごみが消えるのか実験
しているよ。ぜひ、一度中をのぞいてみてね。

毎月10日と20日は陶器回収の日〈２月の陶器等回収日〉
　２月１０日（火）・２月２０日（金）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、２月１４日（土）、２月２２日（日）も受け付けします。

　
近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

　

毎
年
３
月
末
は
、
決
算
期
や
自
動
車
税

の
賦
課
期
日
の
終
期
な
ど
に
よ
る
影
響
を

受
け
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録
の
各
種
申

請
が
窓
口
に
集
中
し
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
を
お
早
め
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
み
な

さ
ん
に
は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
な
ど

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
、

自
動
車
の
移
転
登
録
（
名
義
変
更
）
や
抹

消
登
録
（
廃
車
）
な
ど
の
各
種
手
続
き
は
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
登
録
の
手
続
き
案
内
は
、

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
「
０
５
０
―
５
５
４
０
―

２
０
６
３
」（
音
声
ま
た
は
ｆ
ａ
ｘ
サ
ー

ビ
ス
）
に
よ
り
24
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
畿
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w
w
tb.m

lit.go.jp/kinki/

」

で
、
各
種
手
続
き
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

近
畿
運
輸
局

　
奈
良
運
輸
支
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

未来が変わる。
日本が変える。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

12月

11月

10月

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

↓
11
月
８
日

↑
12
月
10
日

　

�

12
㎏
の
生
ご
み

を
入
れ
て
も
ほ

と
ん
ど
量
は
増

え
て
い
ま
せ
ん

↑穴を掘って生ごみを入れます ↑スコップでよくかき混ぜます



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。
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平
成
27
年
第
１
回

町
議
会
定
例
議
会
の
日
程

議
会
事
務
局
（
☎
内
線
３
０
２
）

　

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

議
場
は
役
場
３
階
で
す
。

３
月
２
日（
月
）
本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、
提
案
説
明
、
議
案
上
程
）

　
　
　
　
　
　
　
広
報
発
行
常
任
委
員
会

　
　

５
日（
木
）
一
般
質
問

　
　

６
日（
金
）
一
般
質
問

　
　

９
日（
月
）
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

10
日（
火
）
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

11
日（
水
）
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

13
日（
金
）
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　

16
日（
月
）
厚
生
常
任
委
員
会

　
　

17
日（
火
）
総
務
常
任
委
員
会

　
　

18
日（
水
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
日（
火
）
本
会
議
最
終
日

　
　
　
　
（
委
員
長
報
告
、
討
論
、
表
決
）

※�

開
会
時
間
は
、
13
日（
金
）、
17
日（
火
）、

18
日（
水
）は
午
後
１
時
30
分
、
そ
の
他

の
日
程
は
午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま

す
。（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会

議
終
了
後
）

　

�

日
程
、
時
間
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

�

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

臨
時
職
員
の
募
集

　
　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
日
休
館
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

職
種　
文
化
財
技
術
臨
時
職
員

人
員　
若
干
名

採
用
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日
～

　

平
成
28
年
３
月
31
日

応
募
で
き
る
人

・�
当
町
在
住
者
か
当
町
へ
の
通
勤
が
可
能

な
人
で
学
芸
員
資
格
を
有
す
る
人

・�
４
年
制
大
学
卒
業
ま
た
は
大
学
院
修
了

者
で
、
考
古
学
ま
た
は
歴
史
に
係
わ
る

分
野
の
専
門
課
程
を
履
修
し
た
人
、
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
の
知
識
を
有
す
る
人

・�

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
に
勤
務
で
き
る

人
年�

齢　
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

提
出
書
類

・
町
指
定
の
受
験
申
込
書

・�

調
査
票
（
発
掘
調
査
お
よ
び
学
芸
業
務

歴
）

・�

学
芸
員
資
格
証
の
写
し
、
ま
た
は
資
格

取
得
見
込
証
明
書

試
験
方
法　
口
述
試
験
お
よ
び
小
論
文

申
込
受
付　
２
月
９
日（
月
）～
27
日（
金
）

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
ま
で
。

試
験
日
時　
３
月
１
日（
日
）午
前
９
時
～

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 10日㈫、17日㈫、24日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
26日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

5日㈭、12日㈭、19日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 4日㈬

13:00～16:00
行 政 相 談 3日㈫（毎月第１火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
13日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3027日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 21日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 

募　
集 

●

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

２月の相談
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平
成
27
年
度

療
育
教
室
訓
練
事
業
の

参
加
者
募
集

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

｢

落
ち
着
い
て
行
動
で
き
な
い｣

｢

な
か

な
か
言
葉
が
出
な
い｣

な
ど
、
お
子
さ
ん

の
成
長
を
心
配
さ
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
？

　

療
育
教
室
は
、
遊
び
を
と
お
し
て
身
体

や
知
的
活
動
、
情
緒
の
安
定
な
ど
の
調
和

的
発
達
を
促
し
、
子
ど
も
の
能
力
を
引
き

出
す
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

開�

催
日
時　
毎
週
月
曜
日
（
原
則
）

　

年
48
回　

午
前
10
時
～
正
午

�

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　

療
育
ル
ー
ム

対�

象　
町
在
住
で
幼
稚
園
就
園
前
の
心
身

の
発
達
に
心
配
の
あ
る
幼
児
と
そ
の
保

護
者
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
と
認
め
た

場
合
、
小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者
も
可
。

申�

込　
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
４
月

か
ら
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

２
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
福
祉
課
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　
30
人
（
幼
児
）

問�

合
せ　
詳
し
く
説
明
を
聞
き
た
い
人
や

新
規
申
込
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
子

さ
ん
の
よ
う
す
な
ど
を
お
う
か
が
い
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
登
録

　
　

中
央
体
育
館
（
水
曜
休
館
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

　

公
共
体
育
施
設
を
定
期
的
ま
た
は
継
続

的
に
利
用
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
登

録
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
体
力
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
公
共
体
育
施
設
（
町
立
小
学
校
の
体

育
館
を
含
む
）
を
有
効
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

※�
登
録
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
は
、
４
月
１
日
か

ら
中
央
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
・
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
・
武
道
場
）
お
よ
び
各
町
立
小

学
校
体
育
施
設
に
つ
い
て
、
優
先
的
に

予
約
が
で
き
ま
す
。（
２
月
24
日（
火
）

の
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議
で
抽
選
し
ま
す
）

◎�

要
項
・
登
録
用
紙
は
、
中
央
体
育
館
で

配
布
し
ま
す
。

登
録
条
件

⃝
�

町
在
住
の
人
で
構
成
す
る
10
人
以
上
の

団
体
で
、
指
導
者
ま
た
は
監
督
者
と
し

て
、
成
人
が
含
ま
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ

⃝
�

年
間
を
通
じ
て
、
定
期
的
ま
た
は
継
続

的
に
活
動
で
き
る
ク
ラ
ブ

登
録
期
限
・
登
録
先

　

�

２
月
17
日（
火
）午
後
５
時
ま
で
に
所
定

の
用
紙
と
会
則
、
名
簿
を
添
え
て
、
中

央
体
育
館
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

太
子
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
４
）

　

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
ま
ち
と
し
て
、
聖

徳
太
子
の
ご
命
日
で
あ
る
２
月
22
日
に
、

太
子
の
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
聖
徳
太

子
の
「
和
の
精
神
」
を
現
代
の
視
点
か
ら

問
い
直
し
、
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。（
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
有
）

日
時　
２
月
22
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
頃

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

演
題

　
「
聖
徳
太
子
と
上か
み
つ
み
や宮
～
磐い
わ
れ
の余
池い
け
と

　
　
　
　
　
　

桜
井
市
上う
え

之の

宮み
や

遺
跡
～
」

講
師　
奈
良
県
立
図
書
情
報
館　

館
長

　

千せ
ん
田だ　

稔
み
の
る　

氏

費�

用　
１
０
０
円

　
（
資
料
代
・
当
日
会
場
で
徴
収
）

申�

込　

２
月
18
日（
水
）ま
で
に
、
電
話
、

ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
５
�
１
０
１
１
）、

は
が
き
（
〒
６
３
６‒

０
１
９
８　

斑

鳩
町
役
場
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（kikaku@

town.ikaruga.nara.jp

）
で
、
企
画
財

政
課
へ
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

定
員　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習
会

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
４
）

　

健
や
か
な
高
齢
期
を
過
ご
す
た
め
の
健

康
増
進
・
介
護
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
知

識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
で

す
。

日
時　
２
月
17
日（
火
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

講
師　
日
本
赤
十
字
社
指
導
員

受
講
料　
無
料

申�

込　
２
月
13
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

主
催　
斑
鳩
町
日
赤
奉
仕
団

● 

催　
　
し 

●
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く
り
か
え
し
使
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
き（
陶
器
）市
開
催

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
４
）

　

町
で
は
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
陶
磁

器
類
や
ガ
ラ
ス
食
器
類
を
回
収
し
、
無
料

で
配
布
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
斑
鳩
市
会
場
内
で
、
あ
り
が

と
う
き
市
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
好
み

の
食
器
な
ど
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時

・
２
月
21
日（
土
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

・
２
月
22
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
両
日
と
も
無
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　
法
隆
寺
観
光
自
動
車
駐
車
場

　
　
　
（
斑
鳩
市
会
場
内
）

※
食
器
類
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

※�

食
器
類
を
持
ち
帰
る
た
め
の
箱
・
袋
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
人
へ
の

（
第
53
回
）
個
別
相
談
会
の
開
催

　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

　
　

協
会
奈
良
県
支
部

　
（
☎
０
７
４
２
㊾
１
８
３
９
）

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
（
オ
ス
ト
メ
イ

ト
）
の
人
の
悩
み
や
苦
労
に
つ
い
て
、
専

門
家
や
同
じ
立
場
の
人
が
相
談
に
の
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
①
２
月
17
日（
火
）

　
　
　

②
２
月
21
日（
土
）

　
　
　

①
、
②
と
も
に
午
前
9
時
～
正
午

場
所　
①
奈
良
県
文
化
会
館　

２
階

　
　
　
　

集
会
室
Ｃ

　
　
　

②�

奈
良
県
橿
原
文
化
会
館　

３
階

音
楽
練
習
室

相
談
者　
専
門
看
護
師
、
支
部
役
員
、

　
　
　
　

ス
ト
ー
マ
装
具
業
者

相
談
料　
無
料
（
申
込
不
要
）

子
ど
も
会
安
全
会
の
加
入
説
明
会

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
８
）

　

子
ど
も
会
の
行
事
や
活
動
中
に
、
子
ど

も
会
員
、
指
導
者
、
育
成
者
に
事
故
が
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
お
互
い
に
助
け

合
う
た
め
の
「
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」

へ
の
加
入
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
２
月
15
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

対�

象　
子
ど
も
会
会
員
、
子
ど
も
会
に
関

心
の
あ
る
人

第
19
回
い
け
ば
な
展

　
　

斑
鳩
町
華
道
協
会　

佐
伯

　
（
☎
０
７
４
５
�
５
３
１
７
）

日
時

　

２
月
28
日（
土
）～
３
月
１
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
３
月
１
日
は
午
後
４
時
ま
で

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

研
修
室

『
信
貴
山 

寅
ま
つ
り
』

～
楽
し
み
な
が
ら
ご
利
益
を
も
ら
お
う
！
～

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

信
貴
山
観
光
協
会

　
（
☎
０
７
４
５
㊹
９
８
５
５
）

　

２
月
は
『
寅
』

の
月
と
い
わ
れ
、

信
貴
山
は
ご
利

益
で
い
っ
ぱ
い
。

　
「
信
貴
山
寅
ま

つ
り
」
は
、
地
域
コ
ン
サ
ー
ト
や
物
産
展

が
出
て
に
ぎ
や
か
。
張
り
子
の
寅
絵
付
け

体
験
な
ど
の
楽
し
み
も
あ
り
、
各
日
先
着

で
「
白び
ゃ
っ

虎こ

汁じ
る

（
野
菜
汁
）」
の
無
料
振
る

舞
い
も
。
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
信
貴
山
寅
ま
つ
り
」
と
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
２
月
21
日（
土
）～
22
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺　

境
内

主
催　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

信
貴
山
観
光
協
会
、

総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
（
老
齢

基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し
て
〝
老
後
に
ゆ

と
り
を
プ
ラ
ス
〟
す
る
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
自
営
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
お
よ
び
日
本

国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
国
民
年
金
任
意
加
入
者
で
す
。

国
民
年
金
基
金　
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①�

基
本
は
終
身
年
金
。
一
生
涯
お
受
け
取

り
。

②�

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
、
税
金

が
軽
減
。

③
年
金
額
が
確
定
。
掛
金
額
も
一
定
。

④�

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、
年
金
額
や

受
取
期
間
を
設
定
。

⑤�

万
が
一
の
と
き
は
家
族
に
一
時
金
を
支

給
。（
Ｂ
型
を
除
く
）

※�

国
民
年
金
基
金
の
お
問
い
合
わ
せ
・
お

申
し
込
み
は
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込　
奈
良
県
国
民
年
金
基
金

　
（
☎
０
７
４
２
㊱
５
７
６
１
）

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
０
１
２
０
�
４
１
９
２
）

　

Ｈ
Ｐ　

http://www.nara-kikin.or.jp

▶
あ
り
が
と
う
き
市
の
よ
う
す

今
に
ゆ
と
り
、
老
後
に
ゆ
と
り

　
国
民
年
金
基
金
に

　
　
　
　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か
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「
遠
く
の
親
戚
よ
り
、近
く
の
他
人
」「
向

こ
う
三
軒
両
隣
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は

少
な
い
よ
り
多
い
ほ
う
が
楽
し
い
は
ず
で

す
。

　

自
治
会
活
動
を
通
じ
て
、
何
か
あ
っ
た

と
き
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら
強
い
「
地

域
の
絆
」
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　

自
治
会
に
加
入
す
る
に
は
、
お
住
ま
い

の
地
域
の
自
治
会
の
役
員
さ
ん
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
地
域
の
自
治
会
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
こ
の
た
び
「
自
治
会
の

手
引
き
」
を
作
成
し
、
各
自
治
会
長
に
配

布
し
ま
し
た
。
手
引
き
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

清
流
復
活
大
作
戦

～
清
流
復
活
は

　
　
住
民
一
人
ひ
と
り
の

意
識
か
ら
～

下
水
道
課（
☎
０
７
４
５
�
２
４
０
６
）

　

町
内
を
流
れ
る
河
川
沿
い
を
み
ん
な
で

い
っ
せ
い
に
清
掃
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ

て
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

清
流
を
取
り
戻
す

た
め
に
は
、
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
、
意
識
が
大

切
で
す
。

　

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
川
、
き
れ
い
な

町
を
み
ん
な
で
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
３
月
１
日（
日
）
雨
天
中
止

　
　
　

午
前
８
時
～
10
時
頃

※�

左
記
の
い
ず
れ
か
の
集
合
場
所
に
直
接

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
軍
手
、
火
ば
さ

み
、
ご
み
袋
は
町
で
用
意
し
ま
す
。

コ
ー
ス　
　
　
　
　
（　

）
は
集
合
場
所

・
竜
田
川
コ
ー
ス　
　
　
　
　
（
塩
田
橋
）

・
大
和
川
神
南
コ
ー
ス　
　
（
神
南
緑
地
）

・
大
和
川
目
安
コ
ー
ス　
　
（
目
安
緑
地
）

・
富
雄
川
コ
ー
ス　
　
（
上
宮
遺
跡
公
園
）

・
三
代
川
上
流
コ
ー
ス（
東
洋
シ
ー
ル
前
）

・�

三
代
川
下
流
コ
ー
ス

　
（
い
か
る
が
ホ
ー
ル
前
）

「
地
域
の
絆
」
を

　
　
　
　
つ
く
り
ま
せ
ん
か

～
斑
鳩
町
は
自
治
会
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
～

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

昨
今
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
を
背

景
と
し
て
都
市
化
や
価
値
観
の
多
様
化
が

進
行
し
、
ご
近
所
づ
き
あ
い
や
地
域
へ
の

関
心
が
薄
れ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

参
加
し
、
地
域
で
の
連
帯
意
識
を
育
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に
関
心

を
持
ち
、
自
治
会
で
の
活
動
や
取
り
組
み

に
参
加
し
な
が
ら
地
域
を
見
直
す
こ
と

で
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
く
ら
し
で

の
満
足
度
が
高
ま
る
。」
こ
の
こ
と
が
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の″
は
じ
め
の

一
歩
〟
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
会
で
は
、
防
災
、
防
犯
、
清
掃
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
自
治
会
活
動
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
み
な
さ
ん
で
築
き
上
げ
て
こ
そ
、
居
心

地
の
良
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
す
べ
て
の
ご
み
を
祝
日
も

収
集
し
て
い
ま
す

　
環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

２
月
11
日（
祝・
水
）

　

�

ビ
ン・缶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
西

地
区
）の
ご
み
収
集
あ
り
ま
す
。

不
動
産
無
料
相
談
会

日
時　
２
月
12
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館

　
　
　

３
階　

小
会
議
室
１

　
（
北
葛
城
郡
王
寺
町
王
寺
２
―

１
―

18
）

概
要　
土
地
有
効
活
用
、
借
地
借
家
、

　
　
　

�

資
産
税
務
、
贈
与
と
相
続
、
売
買

な
ど
不
動
産
に
関
す
る
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
不
動
産
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
・
税
理
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
が
ア
ド

バ
イ
ス

申
込
・
問
合
せ

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奈
良
県
不
動
産
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
協
会

　
（
☎
０
７
４
２
㊶
７
４
４
３
）

● 

お
知
ら
せ 

●

２
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税
（
第
４
期
分
）

　
…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
（
普
通
徴
収
第
８
期
分
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
（
普
通
徴
収
第
８
期
分
）

　
…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
　
（
普
通
徴
収
第
８
期
分
）

　
…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

３
月
２
日
㈪

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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斑
鳩
町
が
保
有
す
る
次
の
物
件
の
売
却
に

つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。

入
札
要
領
・
入
札
参
加
申
込
書
の
交
付

　
交
付
期
間　
２
月
20
日（
金
）ま
で

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
交
付
場
所　
企
画
財
政
課
窓
口

現
地
下
見
会
（
事
前
予
約
制
）

　

期
日　
２
月
14
日（
土
）

　

時
間　
土
地
１　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

土
地
２　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

土
地
３　

午
後
２
時
30
分
～

　
　
　
　

※
各
土
地
に
つ
い
て
30
分
程
度

　

場
所　
現
地
に
て

　

※�

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
２
月
12
日（
木
）

ま
で
に
、
電
話
、
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
５
�

１
０
１
１
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（kikaku@

town.
ikaruga.nara.jp

）
で
、
企
画
財
政
課
へ
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
申
込
書
の
受
付

　

受
付
期
間　
２
月
24
日（
火
）ま
で

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

受
付
場
所　
企
画
財
政
課
窓
口

　

受�

付
方
法　

必
要
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送

（
郵
送
の
場
合
は
一
般
書
留
郵
便
ま
た
は
簡

易
書
留
郵
便
で
２
月
24
日（
火
）午
後
５
時
ま

で
に
必
着
）

入
札
お
よ
び
開
札

　

期
日　
３
月
13
日（
金
）

　

時
間　
土
地
１　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　

土
地
２　

午
前
11
時
～

　
　
　
　

土
地
３　

午
前
11
時
30
分
～

　

場
所　
役
場
１
階
第
２
会
議
室

問
合
せ　
企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
２
）

町
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

物件番号 所　　　在 地番 地目（登記簿） 面積（登記簿）

土地１ 奈良県生駒郡
　斑鳩町阿波２丁目

232番17 雑種地 5.74㎡
232番18 雑種地 234㎡
232番19 雑種地 151㎡

計 390.74㎡

土地２ 奈良県生駒郡
　斑鳩町大字法隆寺

2396番1 田 2,138㎡
2396番2 雑種地 198㎡
2410番2 溜　池 72㎡
2410番3 堤 29㎡

計 2,437㎡

土地３ 奈良県生駒郡
　斑鳩町龍田南５丁目

291番4 畑 3.00㎡
292番1 宅　地 350.28㎡
292番2 宅　地 350.31㎡
294番2 宅　地 297.52㎡
777番1 宅　地 345.97㎡
783番2 宅　地 36.36㎡

計 1,383.44㎡
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国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い

ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み

ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

人
が
加
入
（
強
制
加
入
）
し
保
険
料
を
納

め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や

病
気
や
怪
我
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

20
歳
に
な
ら
れ
た
人
で
ま
だ
加
入
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
す
み
や
か
に
加

入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
会
社

員
や
公
務
員
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。）

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

�

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
安

定
し
て
お
り
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に

わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎�

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

　

�

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
（
老

齢
年
金
）
の
ほ
か
、
病
気
や
事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
（
障
害
年
金
）
や
、

加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き（
遺
族
年
金
）

に
も
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

平
成
26
年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
５
，

２
５
０
円
で
す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
学
生
な
ど
で
所
得
が
少
な

く
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
に

は
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
学
生
納
付
特
例
制
度

　

�

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
や
専
門

学
校
な
ど
に
在
学
す
る
人
で
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◎
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

�

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
で
本
人
、

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

※�

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
、
国
保
医
療
課
（
☎
内
線

１
１
４
）
ま
た
は
、
奈
良
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
２
㉟
１
３
７
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

職
場
な
ど
で
緊
張
す
る
場
面
に
お
い

て
、
お
腹
が
痛
く
な
り
、
下
痢
や
便
秘
と

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

そ
れ
は

現
代
社
会
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
増
加
し

て
い
る
過
敏
性
腸
症
候
群
と
い
う
病
気
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も

腸
と
脳
に
は

密
接
な
関
係

が
あ
り
、
脳

が
不
安
や
ス

ト
レ
ス
を
感

じ
る
と
、
そ

の
信
号
が
腸

に
伝
わ
っ
て
影
響
が
出
る
わ
け
で
す
が
、

過
敏
に
伝
わ
る
こ
と
で
腹
痛
や
膨ぼ
う

満ま
ん

感か
ん

な

ど
の
腹
部
症
状
や
下
痢
、
便
秘
な
ど
の
便

通
異
常
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
身
体
的
に
は
異
常
が

無
い
こ
と
、
排
便
後
に
は
腹
痛
な
ど
の
症

状
が
軽
く
な
る
こ
と
や
慢
性
的
に
繰
り
返

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

診
断
に
は
問
診
や
血
液
検
査
、
尿
検
査

や
便
検
査
な
ど
の
一
般
的
な
診
察
が
ま
ず

必
要
で
す
。
最
終
的
に
は
注ち
ゅ
う

腸ち
ょ
う

造ぞ
う

影え
い

や
大だ
い

腸ち
ょ
う

内な
い

視し

鏡き
ょ
う

な
ど
の
大
腸
の
検
査
で
大
腸
が

ん
や
ク
ロ
ー
ン
病
や
潰か
い

瘍よ
う

性せ
い

大だ
い

腸ち
ょ
う

炎え
ん

な
ど
、

他
の
身
体
的
な
病
気
を
認
め
な
い
こ
と
で

診
断
さ
れ
ま
す
。

　

治
療
に
は
暴
飲
暴
食
を
避
け
、
食
物
繊

維
を
多
く
と
る
な
ど
の
食
生
活
の
改
善

や
、
多
量
の
飲
酒
、
喫
煙
を
避
け
る
こ
と

な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
必
要
時
に
は
薬
の
治
療
も
行
い
ま

す
が
、
症
状
に
応
じ
た
個
別
的
な
薬
の
選

択
が
必
要
に
な
る
一
方
で
、
過
敏
性
腸
症

候
群
の
症
状
改
善
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、
根
気
強
く
治
療
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

特
に
い
つ
お
腹
が
痛
く
な
る
か
と
心
配

し
て
交
通
機
関
も
利
用
で
き
な
い
人
は
、

き
ち
ん
と
診
察
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
奈
良
県
医
師
会

　
　

奈
良
県
橿
原
市
内
膳
町
５‒

５‒

８

　
　
（
☎
０
７
４
４
㉒

　
　
　
　

８
５
０
２
）

～
健
康
メ
モ
～

「
過
敏
性
腸
症
候
群
」

奈
良
県
医
師
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
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奈
良
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
７
４
２
㉒
６
６
７
７
）

　

土
地
や
建
物
を
相
続
し
て
も
、
亡
く

な
っ
た
人
の
名
義
に
し
て
お
く
と
後
日
困

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
県
司
法
書
士

会
は
、
相
続
登
記
お
よ
び
そ
の
他
登
記
に

関
す
る
無
料
相
談
会
を
下
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。（
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、

予
約
を
優
先
し
ま
す
）

日
時　
２
月
15
日（
日
）

①
奈
良
会
場　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

②
橿
原
会
場　
午
後
１
時
～
４
時

場
所

①
奈
良
会
場

　

�

西
部
公
民
館　

６
階　

第
１
・
第
２
研

修
室
（
奈
良
市
学
園
南
３
︲
１
︲
５
）

　
（
近
鉄
学
園
前
駅
前
南
側
）

②
橿
原
会
場

　

橿
原
文
化
会
館　

３
階　

第
２
会
議

　

室
（
橿
原
市
北
八
木
町
３
︲
65
︲
５
）

　

�（
近
鉄
八
木
駅
か
ら
徒
歩
３
分
・
JR
畝

傍
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

内�

容　
相
続
登
記
、
そ
の
他
登
記
に
つ
い

て
相
談
料　
無
料

※�

詳
し
く
は
、
奈
良
県
司
法
書
士
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ゴルフ場

休日
診療所西和医療

センター

当交通規制区間以外のコース上
においても、一時的な交通規制
を行う場合があります。

ゴルフ場

至大和郡山市

休日
診療所

至大和郡山市
奈良市・天理市
R24へ

銀行
出張所

この付近は、12：30～
14：30ごろまで混雑が
予想されます。

交通規制の時間交通規制の時間
斑鳩三塔健康走ろう会

▶ 9：25〜10：30
いかるがの里・法隆寺マラソン

▶11：55〜15：00

※�ランナーの通過
時間等くわしい
コースについて
は、中央体育館

　�（☎0745�3100）
へお問い合わせ
ください。

　２月11日（祝・水）、「いかるがの里・法隆寺マラ
ソン」「斑鳩三塔健康走ろう会」を開催します。
　住民のみなさんやドライバーのみなさんには、
通行規制などご迷惑をおかけしますが、ご協力・
ご声援ください。

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン

斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

無
料
相
談
会
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資　格
・一般教室（番号１～24）
　町在住、在勤の人。
・子ども教室（番号Ａ１・Ａ２・Ａ３）
　町在住の小学生で新４・５・６年生
・�初心者を対象とするため、同じ教室
を２年連続して受講できません。

学�習期間…平成27年５月～平成28年２
月（10か月）

受講料（有料）
①月１回開催教室は年額3,000円
　月２回開催教室は年額6,000円
　�受講料は４月２日（木）～４月12日（日）
までに全額納付してください。
　（原則、納付後の返金はできません）
②教材費等は実費負担となります。
締切日　２月17日（火）［当日消印有効］
抽�　選　定員を超えた教室は抽選を行
います。
　一般教室は２月24日（火）、

　�子ども教室は２月21日（土）に中央公
民館で行います。

受�講決定　決定通知の連絡は開講、不
開講にかかわらず３月下旬（予定）

申込方法　※往復はがきもしくは窓口へ
　往復はがきで郵送の場合
　・�往信はがきの表面に各公民館の住
所など。裏面に下記①～⑤を記入。

　・�返信はがきの表面にご自分の住
所、氏名、郵便番号、裏面は白紙
のまま。

　　①教室番号　　②教室名
　　③ご自分の郵便番号・住所
　　④一般教室は氏名（ふりがな）
　　子ども教室は児童氏名（ふりがな）
　　新学年、保護者名　　⑤電話番号
　各公民館窓口でお申し込みの場合
　　�52円はがき（表面にご自分の住所・
氏名・郵便番号、裏面は白紙）1
枚を添えてお申し込みください。

申込・問合せ（各館水曜日休館）
　中央公民館　☎0745� 1511
　　　〒636‒0153　龍田南2－2－43
　東公民館　　☎0745� 4122
　　　〒636‒0123　興留5－5－28
　西公民館　　☎0745� 3911
　　　〒636‒0154　龍田西4－2－25

公民館教室申込の注意事項
・�開講式…一般教室は４月21日（火）午
後、子ども教室は４月18日（土）午前
に開講式の予定。子ども教室は保護
者同伴のこと。

・�一般教室の受講は１人２教室まで可
能。子ども教室の受講は１人１教室
です。

・�応募人数が過少の教室は開講しない
場合があります。

・�各教室の学習成果は公民館まつり
（例年３月実施）で発表できます。

教室番号 教室名 講師名 学習日 学習時間 定員
1 初 級 英 語 栗本　智子 毎月第１・３木曜日  ９ ：30～11：30 15人
2 毛 筆 久世　博子 毎月第１・２月曜日 13：00～15：00 15人
3 ペ ン 習 字 九鬼　光代 毎月第１・２木曜日 10：00～12：00 15人
4 生け花（甲州流・花梨会） 蒲　シズ子 毎 月 第 １ 火 曜 日 13：00～15：00 15人
5 フラワーアレンジメント 杉本　美鈴 毎 月 第 ２ 火 曜 日 14：00～16：00 15人
6 手 芸 ( つ る し 雛 ) 高木　トク 毎月第１・２火曜日 13：00～16：00 20人
7 やさしい木目込人形（孝纓会） 古本　孝纓 毎 月 第 １ 木 曜 日 13：00～15：00 15人
8 暮らしを彩る折り紙 岡田　幸与 毎月第１・３火曜日 10：00～12：00 15人
9 た の し い 陶 芸 秋山　六郎 毎月第１・３木曜日 10：00～12：00 15人

10 初 級 デ ジ タ ル 写 真 木村　隼也 毎 月 第 ３ 火 曜 日 13：00～15：30 15人
11 絵 画 山田　貴子 毎月第２・４木曜日 13：30～16：00 15人
12 水 墨 画 髙田　裕至 毎月第２・４金曜日 14：00～16：00 15人

13 や さ し い 歌 の 教 室
歌ってハモって愛唱歌 黒松　玲子 毎月第１・3月曜日 10：00～12：00 15人

14 ハ ー モ ニ カ 岩本　洋之 毎月第１・３月曜日 10：00～12：00 15人
15 はじめてのオカリナ 飯田　美和 毎 月 第 ３ 土 曜 日  ９ ：30～11：30 15人
16 初 め て の お 琴 倉田かほる 毎月第２・４火曜日 13：30～15：30 15人
17 おうちでつくるパンとケーキ 城﨑　淑子 毎 月 第 １ 金 曜 日  ９ ：30～12：00 15人
18 男 性 料 理 島田　聖子 毎 月 第 ２ 金 曜 日  ９ ：30～12：00 15人
19 初 級 将 棋 川相　宣康 毎月第２・４土曜日 10：00～12：00 15人

20 わ く わ く 星 空 小柴　治男 毎月第２・３金曜日 夏19：15～21：15
冬18：45～20：45 15人

A1 子 ど も 陶 芸 清水　泰晴 毎 月 第 １ 土 曜 日  ９ ：30～12：00 12人
A2 子 ど も ク ッ キ ン グ 北田　靖子 毎 月 第 ２ 土 曜 日  ９ ：30～12：00 15人
A3 子 ど も マ ジ ッ ク 西村　　登 毎 月 第 ２ 土 曜 日  ９ ：30～11：30 15人

21 ヘルシーかんたんクッキング 小林　美香 毎 月 第 ３ 火 曜 日  ９ ：30～12：00 15人
22 健 康 ス ト レ ッ チ 葉賀　菊代 毎月第１・３木曜日 10：00～12：00 15人

23 た の し い 絵 手 紙 奥田　靖子 毎月第1・3金曜日 10：00～12：00 15人
24 歌にあわせて健康体操 中澤　泰恵 毎月第２・４金曜日 9：30～11：30 15人

公民館教室（一般・子ども）の
生徒を募集します

公民館教室（中央公民館）

公民館教室（東公民館）

公民館教室（西公民館）

平成27年度
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斑鳩町に警報発表時には検診・教室などを中止することが
ありますので「保健センター」へお問い合わせください。

受けましょう！がん検診
※�平成27年度の集団検診の日程は、４月号
広報の折込みの保健事業予定表（保存版）
でお知らせします。

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 月　日 受付時間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）２月16日㈪ 13：00～15：00 ２人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談

栄 養 相 談
（栄養士による）

２月２０日㈮・２６日㈭
３月４日㈬・13日㈮

10：00～12：00
13：30～16：30

各日
３人

高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

⃝ 日本人ががんにかかる割合 ⃝
　多くの人が検診の大切さを知っていながら受診しないのは、
どこかで「自分はかからないだろう」と思っているからです。
しかし、実際には、男性の約２人に１人、女性の約３人に１人
が、がんにかかっている状況です。
　たとえ自分がかからなくても、周囲の大切な誰かが、がんに
なる可能性は非常に高く、他人事ではありません。

⃝ 特効薬は検診だけ ⃝
　がんの診断や治療法は急速に進歩しています。早期のうちに発見して適切な治療を受けれ
ば完治も可能で、もはや不治の病ではありません。しかし、がんは自覚症状がないまま進行
していきますので、気づいたときは手遅れ……ということも少なくありません。定期的に検
診を受けることが非常に重要になってきます。

胃がん検診
　がんのある人を正しく診断できる精
度は80％程度と言われています。ま
た、良性の腫瘍やポリープも発見でき
るので、がんでなくても早めに治療に
つながりやすいというメリットもあり
ます。

乳がん検診
　マンモグラフィーでは、医師の触診
では発見できないごく小さなしこりな
ども映し出すことができるので、超早
期の乳がんの発見につながります。

子宮がん検診
　がんになる前の正常でない細胞も発
見でき、早期治療につながります。ま
た、検診の精度は50～80％と言われ
ています。体への負担も少なくてすみ
ます。

男性46.3％ 女性34.8％
厚生労働科学研究（2004年）の推計による

斑鳩町におけるがん検診受診状況（平成２５年度）
が　ん
検診名

受診者数
（人）

受診率
（％）

精密検査
者数（人）

がんの人
（人）

胃 が ん 981 10.3 ２５ ２

大 腸 が ん 1,223 12.8 ９０ ２

肺 が ん 1,074 11.7 ３７ ０

子宮頸がん 1,447 48.2 ２９ １

乳 が ん 1,067 36.8 ６５ ３

検診のここがすごい！ 　がんによる死亡が、欧米では減って
いるのに、日本で増えてきている理由
の１つに、「検診受診率の低さ」があ
ると言われています。

　胃がん・大腸がん・肺がん・子宮頸
がん・乳がん検診は、検診により死亡
率を減少できると言われています。
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事業名 実施日 受付時間 対　象　者 内　　容　　等

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 2月17日㈫ 9：30～

11：00 就学までの児

〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：2月3日（火）～2月16日（月）まで
先着80人

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 2月18日㈬ 12：45～

13：30 Ｈ25年6・7月生
〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します

パ パ マ マ
スクールサロン

2月19日㈭

9：45～
10：00 妊娠中の人

助産師さんと一緒に「こころと体をリラックス」
申込：2月18日（水）まで

3月10日㈫
〇栄養士さんに聞いてみよう
「赤ちゃんとママが元気になる食事」
申込：3月9日（月）まで

双 子 ク ラ ブ 2月23日㈪ 10：00～
11：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：2月20日（金）まで

乳 幼 児 相 談
（個別相談） 2月24日㈫ 9：30～

11：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：2月23日（月）まで

後期離乳食教室

2月27日㈮

9：45～
10：00 Ｈ26年4・5月生 〇離乳食の話と試食

持物：母子健康手帳、筆記用具、お茶、タオル
申込：2月26日（木）まで前期離乳食教室 13：15～

13：30 Ｈ26年10・11月生

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 3月5日㈭ 12：45～

13：30 Ｈ23年6・7月生

〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布等
持物：母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、
　　　歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

2歳6か月児健診
（歯科） 3月12日㈭ 12：45～

13：15 Ｈ24年6・7月生
〇歯科診察、フッ素塗布
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
対象者には個人通知します。

☆詳しくは保健センターへお問い合わせください。

斑
鳩
ふ
れ
あ
い
食
育
弁
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
食

　

毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
さ
ん
手
作
り
の
旬
の
地
元
食

材
を
使
っ
た
バ
ラ
ン
ス
弁
当
と
デ
ザ
ー
ト

を
、み
ん
な
で
楽
し
く
会
食
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
19
日（
木
）

　
　
　

正
午
～
午
後
1
時

　
　

※
受
付
は
午
前
11
時
45
分
～
正
午

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

費
用　
５
０
０
円

申
込　
２
月
４
日（
水
）か
ら

定
員　
先
着
30
人

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

　

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
お
料
理
を
作

り
ま
す
。
生
涯
骨
太
で
強
い
体
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
25
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
調
理
実
習

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
髪
の
毛
を

覆
え
る
も
の
）
・
ふ
き
ん
・
台
ふ

き
各
１
枚
・
筆
記
用
具

費
用　
５
０
０
円

申
込　
２
月
20
日（
金
）ま
で



２月号
平成27年２月1日発行

（通巻593号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₃₁₄人
　　（前月比　－₆）
　　男₁₃,₄₂₂人
　　女₁₄,₈₉₂人

　 　₁₁,₂₈₃世帯
　　（前月比　＋₅）
（平成26年12月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　新成人のみなさん、おめでとう
ございます。成人式の取材では、
夢と希望に満ち溢れたみなさんの
姿を見て、とても羨ましく感じま
した。これからの人生、色々なこ
とがあると思いますが、大人とし
ての自覚と責任を持って、明るく、
楽しく、一生懸命、自分の人生を
歩んでいってください。	 み

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

●
お
す
す
め
の
本
●

222015.2  広報 

　

た
だ
し
、
次
の
本
、
雑
誌
は
貸

出
延
長
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
返
却
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
本

・
予
約
が
入
っ
て
い
る
本

・�

斑
鳩
町
外
の
図
書
館
か
ら
借
り

受
け
た
本
（
相
互
貸
借
本
）

延�

長
期
間　
延
長
処
理
を
行
っ
た

日
か
ら
２
週
間

延
長
方
法

■
カ
ウ
ン
タ
ー
で

　

職
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
お
電
話
で

　

�

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
番
号
も
し

く
は
電
話
番
号
、
お
名
前
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

�（
事
前
に
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録
が

必
要
で
す
）

　
「
利
用
照
会
・
貸
出
延
長
」
画

面
か
ら
ロ
グ
イ
ン
→
「
貸
出
中
一

覧
」
を
選
択
→
「
貸
出
延
長
」
を

押
す
→
「
変
更
す
る
」
を
選
択
す

る
と
延
長
処
理
が
で
き
ま
す
。

＊�

詳
し
く
は
図
書
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

︱ 

お
は
な
し
会
・
読
み
き
か
せ 

︱

町
立
図
書
館

　

２
月
４
日（
水
）
午
後
２
時
～

　

２
月
21
日（
土
）
午
後
３
時
～

中
央
公
民
館
図
書
室

 　
２
月
10
日（
火
）
午
前
11
時
～

３
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
催
し
で

す
。

対�
象　
６
か
月
以
降
１
歳
未
満
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

日
時　
３
月
６
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　
　
　

３
月
７
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

場�

所　
町
立
図
書
館

　
　
　

児
童
フ
ロ
ア

＊�

土
曜
日
に
参
加
さ
れ
る
場
合

は
、事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。

１
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
図

書
館
窓
口
・
電
話
・
ｆ
ａ
ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

持�

物　
母
子
健
康
手
帳
・
絵
本
ひ

き
か
え
券

図
書
館
豆
知
識

本
の
貸
出
延
長
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

返
却
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
１
回

に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
昭
和
50
年
か
ら
放
映
さ
れ
高
視

聴
率
を
獲
得
し
た
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
「
ま
ん
が
日
本
昔
ば

な
し
」。こ
の
番
組
制
作
に
携
わ
っ

た
著
者
が
昔
ば
な
し
の
舞
台
と

な
っ
た
伝
承
の
地
を
訪
れ
ま
す
。

話
の
あ
ら
す
じ
と
と
も
に
そ
れ
に

ま
つ
わ
る
歴
史
や
建
造
物
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
様
変
わ
り

し
て
い
る
地
も
あ
れ
ば
、
今
も
の

ど
か
な
原
風
景
を
残
し
て
い
る
地

も
あ
り
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

川
内
彩
友
美　

著

展
望
社

『
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し

今 

む
か
し
』

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　�今年、斑鳩町で成人の日を
　　　迎えた人は何人でしょう？
　　　　〈２月12日㈭必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　１月号のクイズの答　防火
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数14）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎	 0745�7733
fax	0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


